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令和元年度第６回経営協議会議事要録 
 
 
日  時 ： 令和２年１月１６日（木） １４：０８ ～ １６：０１ 
 
場  所 ： 大会議室 
 
出 席 者 ： 原田 信志、古島 幹雄、松本 泰道、山崎 広道、谷原 秀信、有松 正洋、 

八幡 英幸、宇佐川 毅、富澤 一仁、甲斐 隆博、桑野 幸徳、﨑元 達郎、 
田嶋 徹、芳賀 義雄、二塚 信、古荘 文子、吉丸 良治 

 
欠 席 者 ： 郷 通子、田川 憲生、福島 絵美 
 
陪  席 ： 潮谷 義子、浅井 裕、鶴田 哲三、清水 聖幸、大谷 順、深町 公信、 

宮瀬 美津子 
 
 
議  題 
 

１．令和２年度予算編成の基本方針について 

  議事に先立ち、議長から、資料４に基づき、令和元年度文部科学省補正予算案における本学と

関連のある項目について説明があった後、資料５に基づき、令和２年度国立大学関係予算（案）

の概要、令和元年度から導入された成果を中心とする実績状況に基づく運営費交付金配分の内容

及び国立大学法人等施設整備費の内示事項等について報告があった。 
  引き続き議長から、予算内示を踏まえ、限られた資源の中で中期目標・年度計画を達成するた

めの令和２年度予算編成の基本方針案について審議願いたい旨提案があった。 
次いで、有松理事から、資料１に基づき令和２年度予算編成の概要等について説明があり、審

議の結果、原案のとおり了承された。 
（意見交換の概要は次のとおり。◇は委員からの質問・意見、◆はそれに対する回答等）  

 ◇ 文科省が大学を「知の拠点」として大きく評価しており、デジタル化について特に力をいれ

ていると感じた。熊本大学においてもデジタル化を運営方針に組み込み、大学改革を進めてほ

しい。  
 ◆ デジタル化については各理事と検討を重ねている。また、工学部だけではなく、他分野と連

携しＡＩを活用することも重要だと考えている。  
 ◇ 成果を中心とする実績状況に基づく配分の評価は誰が行うのか。  
 ◆ 評価は文部科学省が行う。 

 

２．中期目標・中期計画の一部変更について 

議長から、自然科学研究科の組織改組等に伴う中期目標及び中期計画の別表の一部変更につい

て審議願いたい旨提案があった。 
次いで深町副学長から、資料２－１・２－２に基づき、変更内容について説明があり、審議の

結果、原案のとおり了承された。 
  なお、議長から、本件については、１月２３日開催の教育研究評議会及び役員会の議を経て文

部科学省へ変更申請する旨付言があった。 
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３．熊本大学役職員の給与改定について 

  議長から、本学役職員の給与について、人件費の執行状況等を勘案した結果、人事院勧告とほ

ぼ同様の対応とした場合の予算確保の見通しが立ったため、４月に遡及して改定することについ

て審議願いたい旨提案があった。 
次いで事務部から、資料３に基づき、改定の概要について説明があり、審議の結果、原案のと

おり了承された。 
 
 
報告連絡 
 

１．令和元年度補正予算について 

  議題１「令和２年度予算編成の基本方針について」において報告 
   

２．令和２年度予算内示事項について 

  議題１「令和２年度予算編成の基本方針について」において報告 
   
３．寄附講座の設置について 
  議長から、資料６に基づき、次の寄附講座を設置することとなった旨報告があった。 
  ○ 病院「産科麻酔学寄附講座」 
     ・寄附者：医療法人社団愛育会福田病院 

・設置期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日（５年間） 
 
 

意見交換 
 

１．病院の経営状況について 

  谷原医学部病院長から、資料７に基づき、病院の現状、今年度の収支、今後の課題等について

説明があり、種々意見交換が行われた。  
 （意見交換の概要は次のとおり。◇は委員からの質問・意見、◆はそれに対する回答等）  
 ◇ 大学病院はデジタルトランスフォーメーションの最前線と見受けられるので、大学病院で試

行し、大学全体への発展を期待したい。  
 ◇ 先進医療導入の費用対効果や利益性の低い診療領域について、大学病院としてどう考えてい

るのか。 
 
 ◆ 大学病院は高度な医療を開発・導入し、そして地域のオピニオンリーダーとして機能するこ

とを求められている。そのため、大学病院全体で財務の安定が見込めるよう経営改善を図り、

費用対効果・収益性に関わらず、先進医療の開発・導入や専門医療の研究を行うべきと考えて

いる。  
 ◇ 健康寿命に関する研究は行っているのか。  
 ◆ 医学部に健康長寿代謝制御研究センターを設置し、基礎医学分野と臨床医学分野が協力し研

究を進めている。  
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 ◇ 今後の医学分野において、マイクロバイオータの分野にビジネスチャンスが広がっていると

思うので、研究が発展することを期待したい。 

  
 

以 上   

 

 

○ 次回開催 ： 令和２年３月１９日（木）学長選考会議終了後（予定） 

 

 

＜配布資料＞ 

資 料 １   令和２年度熊本大学予算編成の基本方針（案） 
資 料 ２－１ 国立大学法人熊本大学の中期目標新旧対照表（案） 
資 料 ２－２ 国立大学法人熊本大学の中期計画新旧対照表（案） 
資 料 ３   熊本大学役職員の給与改定について（案） 
資 料 ４   令和元年度文部科学省補正予算（案）ほか 
資 料 ５   令和２年度国立大学関係予算（案）の概要 ほか 
資 料 ６   寄附講座の設置について 
資 料 ７   熊本大学病院の経営状況について 


